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第 185 号 令和 4 年 3 月 18 日 発行      

令和 3年度 全国統一防火標語 

昨年 9月から、念願の庄原自治振興センター大規模改修工事が「小林建設㈱・㈱大歳組 JV」
により着手され、これまで、「足場設置工事・内装解体工事」がほぼ終了し、現在、「多目的ホー
ル(増築)の基礎工事・耐震化工事等」が順調に進んでいます。 

令和 5年 3月末の工事完了に向け、多くの工事関係者の皆さんに取り組んで頂いています。 

 

(2 月末現在) 工事現場全景(日赤屋上より) 

多目的ホール基礎工事(2/24) 集会室現況 談話室現況 

旧自治振興区事務所現況 

市民会館現況(2/24) 

2月理事・総務企画室合同会議報告 （2月 8日）協議事項等は以下の通りです。 

(1)令和 3年度自治会活性化促進補助金審査会の報告について 
 ⬥申請状況・・・2自治会 2事業、審査会：2月 8日(火)に実施、2自治会 2事業を審査決定。 

⬥支払予定日・・・・・・・・・・・・・・・・R4年 3月 4日(金)、指定口座に振り込み済。 

(2)令和 3年度防犯研修会について 

 ⬥広島県新型コロナウィルスの感染拡大に伴ったまん延防止措置実施により中止とする。 

(3)第 14回区民グラウンド・ゴルフ大会の開催について 

⬥日時：令和 4年 6月 5日(日) 8：30～、場所：上野総合公園 陸上競技場。(要綱は別途周知) 

 ・本区職員及び有志自治会長により、ボランティア協力を行う 

  ・庄原まちなか観光会議(旧庄原観光協会)から、庄原市⇒広島県に伐採許可の申請中 



 

 

 

 

 源平合戦は、日本史を古代から中世に変える変換点になったと言えます。その戦乱は関東から
九州に及びました。平家一門の地盤があった県北の地に於いて、そのことをうかがわせる資料と
して『平家物語』に登場する“奴可入道西寂”と、庄原市指定無形文化財第 1 号(昭和 34 年 1 月 30

日)の民謡「敦盛さん」があります。 
この唄は一の谷須磨の浦(神戸市須磨区)で討ち死にした、平家方の武将“平敦盛”(たいらのあつもり)16

歳の妻“玉織姫”15 歳が永江荘に落ちのびて、京で夫と過ごした在りし日を偲びつつ、平家の再
興を願う恋慕の切ない気持ちを唄ったものと言われています。現在の唄は明治 30 年ころ、俳句
指導者として来庄した山口県柳井市出身の尾崎如水(篤太郎)により改訂されたものですが、元唄は、

なお綿々とした感情が極めて素朴に語られ、人々の涙を誘ったそうです(『庄原商工史』)。 
元唄らしきものは『奥備後の民俗』(山田次三遺稿集)に「比婆郡峰田村小唄集」編「口説」項(謡曲

などで心中を打ち明けて述べる文句)に「敦盛さん」として記載されていますので、関心のある方は市立
図書館などで確認してみてください。『平家物語』の華と言われる敦盛ですが、妻･玉織姫と庄原地
方をむすぶ接点の裏付けとなる資料は見つかっていません。『平家物語』(新日本古典文学全集 46)に
は玉織姫という名前は見つからないという発表もあります。 
平敦盛の妻を玉織姫としているのは、確認できる範囲では歌舞伎･文楽の演目である「一の谷嫩

軍記」(ふたばぐんき)のみです。ただ、春田町には「姫御さん」と呼ばれる祠(ほこら)があり、そこに
は玉織姫が祀られているのだと言われる伝説があります。(『古里の民謡と伝説』)。 
玉織姫の足跡は意外なところでも見受けられます。広島市安佐南区沼田町伴(とも)地区には、平

敦盛のものと伝わる墓があり、この墓は妻･玉織姫が夫の消息を訪ねて、この地に来た際に建てた

といわれています。『沼田風土記』(広島市沼田公民館)には、次のように紹介されています。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

次回、最終回は、明治の郷土小話：「黒毛和牛」についてご紹介します。お楽しみに…。 
《 文・構成 庄原自治振興区 歴史文化継承委員会 》 

 瀬戸集落の終わるところから左への道がある。 
 約 1 ㎞位山道を行くと左手に一の谷という谷があり、ここに一基の墓があり、昔から一の谷
の敦盛塚として知られている。 ････････････････ 中略 ･･････････････････････。 
後に、敦盛の妻玉織姫(二条資賢(すけかた)の娘 16 才)は、敦盛の消息を尋ね求めて京のわが家を

立ち出で永江の里(庄原市)まで来た。 
平家に縁の深い宮島の社領であった、この地槇ｹ尾で源平両軍の戦死者の供養が行われた、と

聞き(芸藩通史源氏代休壇)或いは夫敦盛の消息の一端でも聞き出せるかと、この地に来てせめて夫
の供養にと一基の墓石を立てたものではないだろうか。 
 永江の里(庄原市)には、敦盛さんという歌が残っている。 

13. 一の谷敦盛塚 (P27) 

シリーズふるさと歴史文化散策 近代 ３ 

《 明治の郷土小話：庄原に残る源平合戦の跡をたどる 》 

敦盛さん (踊り 花柳銀扇会) 
玉織姫を祀った祠？ 春田町 
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12 日(火) 

19 日(火)

  

26 日(火) 

理事・総務企画室合同会議 

環境美化・防犯パトロ -ル 

 

役 員 会 

編 集 後 記 

(西下・西中・西上・実業通の各自治会長) 

 

令和 4 年度のパソコン教室は 5 月より開催致します。(開講期間 5 月～3 月まで) 

【開催日】：第 1・第 3 水曜日 13 時 30 分～15 時 30 分  

   ※ 第 1 回目は 5 月 11 日(水) 13 時 15 分～  

【場 所】：新興ビル 4 階 (庄原自治振興区 仮事務所) 

【講座内容】：今年度のパソコン教室は、パソコンを使う上での必要な基本的知識をしっかりと学 

習し、自分でパソコンを使いこなすことを目指します！！ 

ファイル・フォルダ・拡張子・ギガバイトなど、専門的な言葉は分かりにくく馴染みにくい

ものです。しかしパソコンやスマートフォンを使いこなすためには、これらの仕組みをしっ

かりと理解することが必要です。 

【受講料】：1 回 1,500 円【テキスト･教材代】：2,000 円(第 1 回受講日に集金) 

※ 内容によっては別途料金がかかる場合があります。  

【受付期間】：令和 4 年 3 月 30 日(水) ～ 4 月 6 日(水)【定 員】：14 名(定員になり次第締め切ります)   

※ 受講生は庄原自治振興区民を優先し、応募者数が 5 名以下の場合は開催出来ません。 

※ パソコンリースは、ありませんのでノートパソコンを各自ご持参ください。 

※ 月の初回時に回数分受講料を集金、事前連絡で欠席の場合は次回講座分に充当します。 

 
 

・毎週 1 回 青少協防犯声掛けﾊﾟﾄﾛｰﾙ 
莵原 記 

今年も新型コロナウイルス感染予防のため
自治会行事のほとんどが中止となり、非常に寂
しい限りです。その中で、感染状況を見ながら
老人会「椿寿会」、サロンは定期開催を実施し
てまいりました。幸い最近になって日本での感
染状況はかなり落ち着いてきており、先の椿寿
会やサロンにおいて、そろそろ食事会を行って
はとの意見があり、この度、サロン・椿寿会合
同でお弁当を頂きながら情報交換の場を設け
ることに致しました。当日はシルバーリバビリ
体操やゲーム「ボッチャ」で体を動かし、お昼

はお弁当をいただきながら楽しいひとときを
過ごしました。 (2021.12.19) 

 

お申込み・問い合わせは庄原自治振興センターまで   電話 0824-72-3777 
 

新道上自治会 

寒さのトンネルを潜り抜け、ようやく春が巡って
きた感がします。振興区だよりで連載してきました
「～いにしえの郷『庄原』からのつたえごと～」は、
4 月発刊(№24)をもって最終回となります。2 年間
に渡り、ご愛読有難うございました。引き続き、充
実した内容の「たより」を発行したいと考えていま
すので、コロナ禍で生活に規制が続く中ではありま
すが、各自治会での活動内容や、個人としての簡単
なコメント、スナップ写真、料理の紹介等どんな記
事でも結構です、庄原自治振興区宛、どしどしお寄
せ下さい。よろしくお願い致します。 


